






























（2） 公式・非公式システム統合重視型研究に関しては本論文の第 3 章第 1 節で後述する。
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　Schaltegger and Sturm（1998） と Schaltegger and Burritt（2000）の研究成果を踏まえ












 （1987）はこうした経営戦略の歴史を踏まえ，多様な定義を 5 つ（Plan,Ploy,Pattern,Position,Perspective）に
類型化した。本論文ではその中でも 2 つの基本的な P（Plan（計画）,Pattern（創発））に基づいて，経営戦略を
定義する。「計画（Plan）」としての経営戦略の概念定義は，「部分的無知の状態のもとでの意思決定のルー
ル（Ansoff 1965）」である。「創発（Pattern）」としての経営戦略の概念定義は，「行為者の意図の有無に関














Schaltegger and Sturm（1998）と Schaltegger and Burritt（2000）をふまえて筆者作成
【図表 1：環境マネジメント・コントロール推進プロセス】
（4） SBSC（サステナビリティ・バランスト・スコアカード）とは BSC を社会環境配慮型に改編したものであるが，
日本企業における実務的展開は現状では限定的である。ただ先行研究を体系化した研究として Hansen and 
Schaltegger（2016）を挙げることができる。
（5） Schaltegger and Burritt（2000）は以下のような図を用いて，環境マネジメント ･ コントロールの目指す本質
的方向性について指摘している。つまり環境マネジメント ･ コントロールは，環境パフォーマンスと経済パ
フォーマンスの長期的な調和（「グリーン ･ スター」の象限）を目指すビジネス ･ システムと言える。
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安藤　崇：内部環境マネジメント・コントロール・システムの構造に関する研究


























　図表 2 で 2 列目に表記されている手法が管理会計における意思決定会計であり，3 列目
（6） 環境マネジメント・コントロール・システムを構成する最重要の下位システムは環境業績評価システムであ













































































する管理会計研究として，安藤（2015）は細田他（2013）を踏まえて Norris and O’Dwyer 
（2004），Durden （2008），Riccaboni and Leone （2010）を指摘している。これらの先行
研究の中でも，公式システムと非公式システムの定義には微妙な差がみられるが，最も体
系的に先行研究を整理し，独自の見解を加えているのは Norris and O’Dwyer（2004）であ
る。Norris and O’Dwyer （2004） は，Ouchi （1977）の理論を踏まえ，公式システムを「組
織の目標を達成し，誤った行動を排除するために行動を指し示す文書化された手続きや方
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答しなければ，組織内で生存することは困難である。本論文における公式システムと非公




























　象限 A に属する研究の Merchant and van der Stede（2012）は，横田他（2016）の指

















































　以上の象限 A と B の研究はいずれも，従業員に対する心理的インパクトの面では，ネ
ガティブな特徴を持っていた。これに対して象限 C と D のタイプの研究は，いずれも組
織もしくは個人のパフォーマンスの向上に，企業の CSR への取り組みが効果的に機能す
るという主旨で一致している（13）。象限 C の研究は，企業の CSR への組織的な取り組みが，
組織パフォーマンスの向上に資するという主旨の研究であるが，その内容はさらに細かく
2 つに分けることができる。1 つは CSR に関する非公式・公式システムと，経済活動に関
する公式システムが有機的に統合した時に，経済と CSR のパフォーマンスの双方が向上
するという論旨である。これらのタイプの研究として，Norris and O’ Dwyer（2004），
Durden（2008），Riccaboni and Leone（2010）を挙げることができる。























システム，非公式システムを三位一体で効果的に機能させている Procter ＆ Gamble 社（P














また Rodrigue et al.（2013）は，ステークホルダーの特性と戦略的な環境業績評価システ
ムおよびその指標の関係を Simons（1995）にもとづいて論じている。
　象限 D の研究は，企業の CSR に対する取り組みが，従業員個人の長期的な教育や育成，
もしくは組織が社会にとって理想的な方向性を志向する上で有効であるといった論旨で共
通している。例えば Roberts（2003）は，Levinas（1991）の理論にもとづいて，組織の





そのため次節では象限 D に属する研究で，非公式システムによる CSR コントロールを直
接の研究対象とした Costas and Kärreman（2013）を詳しく再検討していくことにしよう。
3-2　Costas and Kärreman（2013）における 3 つの環境モチベーション
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